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て検討し、光照射下において呼吸により放出した CO 2 を光合成により再び細胞内に取込むことにより、グルコース
基準の細胞収率は、従属栄養条件下に比べて増加することを示した。この結果に基づき、光合成による C02 の固定
と呼吸による C02 の放出に及ぼす細胞の吸収光エネルギー量の効果を考慮し、 C02 の排出を抑制するように入射光
強度を制御して、細胞収率の向上を可能とする培養手法を確立した。また、光混合栄養条件下におけるゼニゴケ細胞
内代謝のフラックス解析により、細胞内における光および有機炭素源に由来するエネルギーの利用特性を明らかにす
るとともに、この細胞内部の情報に基づいて、エネルギー効率に優れた培養手法を構築した。
以上のように、本論文は、光独立栄養細胞および光混合栄養細胞の培養に、計算機制御法ならびに計算機解析手法
を導入することによってこれら細胞の効率的な培養手法を開発し、当該分野の進展に大きく寄与するものである。博
士(工学)の学位論文として価値のあるものと認める。
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